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未 然 に 防 ご う

猛威をぶるうO- 157
こ
の
と
こ
ろ
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る
「
病
原
性
大
腸
菌

群
の
中
の
t
種
類
、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
○
-
1
5

7
」
。
全
国
で
患
者
は
8
千
人
を
超
え
、
死
者
y
人
7

月
a

」現
在
)
が
で
る
な
ど
、
事
態
は
深
刻
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
食
中
擧
こ
い
う
よ
り
、
も
は
や
赤
兩

な
み
の
感
染
屁
と
し
て
考
え
た
方
が
よ
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
原
因
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
は
っ
き
り
し
て
い

ま
せ
ん
が
、生
肉
や
水
な
ど
に
、
-

保
健
所
で
は
、
定
期
的
に
食
晶
の
抜
き
取
り
検
査
を
行
い
、
食
品
中
の
細

皿
や
食
品
添
加
勧
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
ま
す
(
衛
生
試
験
所
に
て
)

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
O
-
1
5
7
の
特
徴

□
感
染
力
が
強
い

集
団
発
牛
万
併
せ
て
、
家
庭
内
感
染

事
例
も
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ホ
y
。
感

染
経
路
は
、
人
を
介
し
て
の
S
染
や
、

家
庭
内
の
共
通
の
食
事
に
よ
'
(
も
の
な

ど
が
考
凡
ら
れ
李
y
。

□
潜
伏
期
間
が
長
い

原
因
と
な
忝
も
の
釁
食
べ
て
か
ら
発

症
す
る
ま
で
、
4
日
か
ら
8
日
と
他
の

食
中
毒
菌
に
比
べ
て
潜
伏
期
間
が
長
く

な
っ
て
い
ホ
す
。

□
熱
に
弱
い

こ
の
菌
は
熱
に
弱
ぺ
7
5
で
の
加
熱
　

T
分
間
)
で
死
原
麦
と
考
喬
れ

て
い
毒
y
。

ど
ん
な
症
状
が
で
る
の

一
般
的
に
腹
痛
・
下
痢
・
む
つ
叶
な

ど
、
胃
腸
炎
の
よ
う
な
症
状
が
で
ま

す
。
特
に
乳
幼
児
は
、
体
内
か
ら
急
激

に
水
分
が
失
わ
れ
る
た
め
、「
脱
水
症
」

に
な
る
こ
と
が
あ
ひ
朿
す
。

ま
た
。こ
の
菌
は
、べ
口
毒
素
と
い
わ

れ
る
毒
素
を
つ
く
n
な
歹
冫
と
が
特
徴

で
、こ
れ
に
よ
り
じ
ん
臓
や
脳
に
重
篤

な
障
害
を
耆
な
て
」
E
が
あ
り
毒
f
y。

ふ
つ
う
食
中
毒
は
、
人
か
6
人
に
直

筆
つ
つ
る
こ
と
は
あ
n
ま
せ
ん
。
レ
か

し
、
0
1
1
5
7で
は
、
す
で
に
二
次
蓐
染

者
が
報
告
さ
れ
て
い
ホ
歹
。
墨

廓
芥
!

炙
豪
族
の
方
は
、
思
者
の
便
や
汚

物
な
ど
を
処
理
す
欠
y際
に
、
徹
瓢
し
た

注
意
が
必
要
で
す
。

発
症
を
予
防
す
る
に
は

O
-
1
5
7
に
よ
る
発
病
を
絶
無
に
す
る

有
効
な
対
策
に
特
別
な
も
の
は
み
つ
か

っ
て
い
ま
廿
ん
が
、
日
常
牛
活
で
気
を

つ
け
る
y
に
三
は
次
9
湎
訶
哂
耋
。

□
細
鵜
を
つ
け
な
い

他
の
食
中
毒
と
同
に
1
7
に
、
手
や

調
理
器
具
を
介
し
て
、
食
品
に
菌
が
つ

か
な
い
ぷ
つ
に
す
る
こ
と
が
予
防
の
第

L
歩
で
y
。
ま
ず
、
食
材
や
調
理
器
具

類
聚
よ
く
洗
い
家
歹
。
器
具
類
は
、
洗

浄
の
恥
と
殺
男
に‥
'、
よ
く
歡
媼
豆

笙

す
。
手
を
正
し
く
愬
つ
(
(
1
)
互
χ

を

泡
立
て
卜
分
以
よ
9
が洗
い
(
2
)たっ
ぷ
0

の
水
で
T
す
ぐ
(
3
)
で
き
た
ら
巡
性
石

け
ん
な
ど
で
消
毒
す
る
(
4
)ペ
ー
パ
ー
タ

オ
ル
か
清
潔
な
タ
オ
ル
で
ふ
く
)
こ
と

な
(
切
で
す
。

ま
た
、
食
品
は
ラ
ッ
プ
で
包
む
、
ポ

リ
袋
に
入
れ
る
、
密
閉
容
器
で
保
管
す

る
な
ど
し
て
、
食
品
は
も
ち
ろ
へ
冷
蔵

應
内
を
汚
さ
な
い
'
y
畝
夭
切
で
歹
。

□
細
繭
を
増
や
さ
な
い

貿
っ
て
奠

雀
品
隘
早
め
に
冷
蔵
庫

に
入
れ
忝
な
ど
、
低
温
管
穉
掣
(
切
で

す
。
そ
し
て
、
な
に
よ
口
も
、
関
理
し

た
食
品
は
早
め
に
食
べ
る
冫
蓐
奎

。

□
殺
薗
す
る

1
4年
前
、
米
国
で
多
発
し
た
O
-
1
5
7

に
よ
る
食
中
毒
は
、
加
熱
不
十
分
な
牛

挽
き
冏
が
思
染
源
で
し
た
。

特
に
冷
凍
食
品
は
中
心
部
ま
刄
窒

に
加
熱
し
声
し
ょ
う
。
器
具
類
は
煮
沸

消
毒
か
漂
白
剤
奎
便用
し
て
殺
男
レ
ま

す
。
熱
湯
消
毒
し
た
ま
な
板
や
ふ
さ
ん

は
、
天
日
に
干
す
な
ど
紫
外
線
に
あ
て

る
の
も
、
た
い
へ
ん
効
粱
妁
で
す
。

体
の
具
合
が
悪
く
な
っ
た
ら
ま
ず
医
師
へ

腹
痛
、
下
郷
な
ど
体
の
具
合
が
悪
ぐ

な
っ
た
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
医
師
の

治
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

発
恚
仞
期
に
は
「
夏
か
ぜ
」
と
勘
違

い
す
る
こ
と
も
多
い
の
で
、
素
人
が
判

断
せ
ず
、
医
師
の
診
一
l
a
る
こ
と

が
大
切
で
y
。

恚

、
患
者
の
家
族
な
屁

、
二
次

感
染
に
注
霽
じ
て
ぐ
だ
さ
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
十
分
な
}
涙
い
、
食
器
や
調

理
器
具
の
煮
沸
消
毒
、
思
者
の
衣
類
や

オ
ム
ツ
夲
狠
裡
し
た
後
に
逆
性
石
け
ん

ぶ
函
の
消
毒
を
吁
つ
'
と
が
重
要
で

す
。保

健
所
で
は
、
食
品
や
食
中
毒
に
つ

い
て
の
ご
相
談
に
い
つ
で
も
応
じ
て
い

求
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

食
中
毒
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
…

足
立
保
健
所
　
　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所
　
　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

郷
士
博
物
館
企
画
展
「
ム
ラ
と
厄
除
け
」

か
つ
て
、
私
た
ち
の
生
活
ほ
、
ム
ラ

と
い
う
広
統
的
な
集
ま
n
喘
左
に
営
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
「
自
分
た
ち
の
生
活

す
る
ム
ラ
に
災
害
や
病
気
が
起
こ
ら
な

い
ぶ
つ
に
」
こ
9
5
な
願
い
が
、
み

ん
な
で
行
ら
卮
除
け
の
儀
礼
と
な
っ
て

多
く
表
れ
て
い
奪
y
。
共
同
祈
願
に
よ

る
厄
除
け
の
儀
礼
兔
り
并
」
な
が
ら
、

民
俗
の
大
き
な
基
盈
で
あ
ラ
と
い

う
概
念
奮
貨
車
歹
。
日
時
卜
7
月

2
3
日
～
9
月
1
日
、
午
前
1
時
～
午
後

5
時

自
用
日
大
人
・
:
S円
/
子
供
・
:

Ⅲ
円

※
第
1
土
曜
R
は
無
料
公
開
日

鳩
・
問
先
卜
郷
十
薄
物
館

酋
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

注
連
つ
り
(

安
房
郡
富
浦
町
)

飲み水に注意! !
生水はできるだけ

煮沸を

0
1
1
5
7
に
よ
る
感
染
症
の
原
因
は

ま
だ
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が

井
戸
お
よ
び
受
水
槽
に

よ
り
供
給
さ
れ
る
飲
用

水
か
ら
も
ひ
ろ
が
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

設
置
者
お
よ
び
管
理
者

の
皆
さ
ん
は
、
次
の
点

に
注
意
し
て
飲
み
水
の

衛
生
管
理
の
徹
底
を
図

り
、
事
故
の
防
止
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

ワ
水
質
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
(有
料
)
ぶ
勁
的
に
残
留

塩
素
を
測
定
し
ま
し
ょ
う

▽
水
の

負

濁
り
、
に
お
い
、
味
に
異
常
が

な
い
か
毎
日
点
棆
卩
ぶ
乙
よ
う

▽

施
設
周
囲
に
汚
染
源
が

な
い
か
点
検
を
に
蚤
し

ょ
うな

お
、
井
戸
水
啻
双

用
ず
る
家
庭
?
ほ
、
前

記
の
衛
生
管
理
に
努
め

る
一
方
、
併
設
の
都
水

道
を
便
曳
炙
湮
ど
の

対
策
が
單
畧
9

チ

。

く
わ
し
く
は
、
保
健

所
環
境
衛
生
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

にがすまい　区政参加の
このチャンス

9月8日足立区長選挙
投票所・不在者投票

受付場所が変わります

□
投
票
所
の
変
更

対
象
卜
保
木
間
五
丁
目
(
2
7番
～
終
)

に
お
住
ま
い
の
方

旧
投
票
所
H
S

阯

中
学
校

新
投
票
所
川
花
畑
西
小
学
校

□
不
在
譽
投一
一受
付
墻
所
の
変
更

-

不
在
者
投
票
受
付
場
所
が
千
寿
小
学
校

に
饗
冐
乖
y
。
ま
た
、
中
央
本
町
の

区
役
所
の
受
付
撮
町
も
右
票

と
お
り

夊
衿
汞
す
の
で
、ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
日
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

S
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

◎ あだち広報は毎月5日 ・15日 号は新聞 折込、25日号はシルバー人材センタ ーによる各戸配布
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くらしの情報

本庁舎へのお問い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

福

祉

提
出
を
お
忘
れ
な
く

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届

特
別
児
重
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、
&
月
1
1
R
か
ら
a
月
1
0
B
ま

で
に
猖
阮
届
&
提
出
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
β
れ
て
い
聿
歹
。
現
況
涵
が
提
出

さ
れ
な
い
燮
[
ほ
、
a
月
か
ら
の
支
給

が
停
止
さ
れ
ホ
す
。
受
給
し
て
い
る
万

は
、
&
月
は
じ
め
に
お
送
卩
レ
た
「
お

知
ら
せ
」
に
記
取
さ
れ
た
期
間
内
に
必

ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
先
卜
児

童
歪

尿

高齢者福祉手当・

人工肛門用装具等購入費
助成金・難病患者福祉手当・

心身障害者福祉手当( 区手当)

の 定例払月です

□
高
齢
者
福
祉
手
当

&
月
晋
こ
ろ
に
手
当
を
振
ひ
洽

求
y
。
墨
雪
額
が
4
月
分
か
ら
次

り
と
お
ひ
変
わ
q
F

だ
(
月
額
)
▽
5

万
1
千
円
↓
5
万
息
由

▽
4
万
3

千
瞋
円
↓
4
万
i
千
円

▽
2
万
1

千
円
↓
3
万
円

□
人
工
肛
門
用
装
具
辱
購
入
費
助
成
金

8
月
2
3
Rこ
ろ
、
助
成
金
を
振
ひ
込

み
l
y

。
表
1
に
該
当
す
る
万
で
申
請

を
し
て
い
な
い
方
ほ
、
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

□
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
(
区
制
度
)
・

難
病
患
者
福
祉
手
当

8
月
2
3
R
こ
ろ
、
手
当
奮
胥
込
み

李
y
。
表
2
、
表
3
に
該
燉
冨
Q
万
で

申
請
を
し
て
い
な
い
方
は
。
手
続
き
を

し
て
ぐ
だ
さ
い
。

-
い
ず
れ
も
I

申
・
問
先
=
在
宅
福
祉
係
裘
ほ

各
福

祉
事
務
所

簔
4
)

表1 人工肛門用装具等購入費助成金

表2 心身障害者福祉手当

表3 難病患者福祉手当

表4 福祉事務所一覧

お

知
ら
せ
し
ま

す

7
年
度
公
文
書
公
開
・
個
人

情

報

保

護

制

度

実

施

状

況

Fb 年度5 愚11戰l
個人槐報保護制度も3
年目を迎えました。
文書公開制度ととも
開かれた区政を目指F
います。
この制度が公正に

圓

をお知らせするため

区
政
情
報
靈

表1 公文書公開制度実施機関別請求件数および処理状況

表2 講求者の内訳( 7 年度)

表3 個人情報に係わる業務の登録等の状況( 7 年度)

●区では。区が個人の情鞭を収攬して行っている業為を佃人情報業務登録葡に登載して、その内容( 収集の目
的、対象者、目的外利用・外部捷供の儁無など) を明らかにしています。登録簿は区政爾報壅で閲覧できるよ
うになっています
● 「目的外利用( 収攬目的の範囲を越える個人情報の梃用) 』や「外部提供( 区の機爾以外のものへの個人情
輜の提償) j を● 11- しています。しかし、この原則を一律的に嚴守することは、区民の皆さんに何度も同じ飼
報を求めることになってしまいますし、行政の効率性を著しく損なうことにもなります。そこで、例外を定め
次( xxI ) ～( 5) の場合には目的外利用や外部提供を認めています。( 1) 本人の同・があるときe法令等に定めがあ
るとき ○ 出版、報遭などにより、公にされている客観的な事実であるとき@ 人の生命、攬● または財産の
鬯拿を守るため、緊急かつやむを得ないと認められるときe あらかじめ個人爾報保塵甞機会の騅見を聴いて。
公益上特に必要と腮められたとき〔傭人傭報保護条例第19・20条〕

表4 コンピュータ ーによる個人傭報の主な処理事項

住民基本台帳(住所・世帯主氏名・個人氏8 ・生年月日・転出先・本籍・簟頭者等)・
印か八,登録用の印影/ 住民税( 年税額・納入状況関係裏目・各種所得税・朏控除額
等) / 軽自動車税( ● 讖番号・税額・納入状況関係項目等) / 田民瞳康保険( 資格取
得・喪失・保険料・納入状i 礁 係裏目・腆拑F ● 等) / S 民年金( 資格取得・喪失・
飼入状況関佩項目・給付配録等) / 外国人登録(田籍・旅券項目・残留異格員侃裏目・
出生地 一本S での住所等) / 高齢者の医康証( 資格取得・喪失・支給配録尋) / 高郎
者福祉手当支給配銀/ 障害者の医康柾( 資格所得・喪失・支給配録智) / 障害者の手
当支給記録/ 児童手当の支給記録奄/ 保青■ 児( 保育■ 名・入■ 年月日等) / 児童・
生徒の学校名・学年番/ 進路占用物件関侃項目/ 生活保晨の扶助飼係項目・開始・廃
止年月日/ ひとり皿 録/ 幼稚圃補助金支紡配録/ 生業資金貸付記録

表5 個人情報保護制度実施機関別講求件数および処理状況公
文
書
公
開・
個
人
情
報
保
護
制
度

に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

区
政
情
報
室
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

□ 8 月は「電気 使用安全月間」です 夏季は、電気事 故が多く発生します。電気を安全に上 手に使いましょう。 問先=( 財) 関東電気保 安協会03802- 5511
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生

活

環

境

都
市
計
画
の
案
を
縦
覧
し
ま
す

つ
ぎ
の
都
市
計
画
の
案
至
`
覧
し
ま

す
。こ
の
内
-

者
{

芳
は
、
縦
覧
期
間
中
、
区
長
に
対
し

て
雲
見
轡
冨
田
す
る
こ
と
が
で
‘篆

す
。

東
京
都
市
計
画
駐
車
場
(
青
井

駅
回
転
車
駐
車
場
)

区
域
=
青
井
三

丁
目
地
内
縦
覧
期
間
日
8
月
1
3
日
～

2
7
E
場
・
問
先
=
都
市
計
画
係

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

表
i
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な
n

ま
し
た
。こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
ぐ
な
さ
い
。

問
先
日
下
水
道
局
小

菅
分
室

酋
(
5
6
8
0
)
6
3
3
1

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
廿
刄
制
度

が
あ
2

チ

。

問
先
日
助
成
係

表5 水洗化可能地域

健

康

女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り

成
人
-
7
胥
枳
し
ょ
う
屁
の
予
防
に

つ
い
て
考
汽
、
検
豕
と
体
験
学
習
奮
行

い
李
歹
。
日
時
=
o
o
n
3
3
t
n
(
水
)
'

一
月
2
5
旦
水
)
、
午
前
1
時
～
1
0
時

場
所
卜
足
立
保
儲
町

対
象
H
1
8歳
L
3
9

鎭
ま
で
の
女
性

内
容
=
皮
下
脂
肪

測
定
、
血
圧
、
血
蔽
(
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
、
中
性
脂
肪
、
貧
血
)
、
尿
検
査
、

骨
密
度
測
定
な
ど
!
E
=

無
料

申

込
=
往
復
(
ガ
キ
に
希
望
百
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、「
女
性
の

た
め
の
健
蹶
つ
く
り
」
と
明
記

期
限
H
I

月
辺
は
(
必
着
)

申
・
問
先
日

足
立
保
健
所

〒
1
2
1伊
興
町
前
沼
1
1
5
7
1

卜〇

四
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

後
期
ぜ
ん
息
児
水
泳
教
室
(
全
6
回
)

期
間
卜
1
0
月
2
日
～
1
1
月
1
3
B
の
毎
週

水
曜
日
(
1
0
月
2
3
E
を
除
く
)
、
計
6

回
時
間
止
洫
1
時
廴
&
嘔
芬
予

定
)

場
所
卜
千
住
温
水
プ
ト
ル
ス
イ

ミ
ー

対
象
日
区
内
在
住
で
、
ぜ
ん
恩

に
か
か
っ
て
い
る
小
学
生

定
員
卜
4
0

人
1
7
無
料
申
込
八
a
月
6
日
～

1
2
Bの
間
に

保
険
証
を
窓
口
に
持

参

※
前
期
の
教
室
に
齡
加
さ
れ
た
方

防
鴛
で
孝
豕
せ
ん

申
・
問
先
日
公

寄
補
償
係

親
子
で
参
加
を
!
!
　幼
児
教
室
(
全
8
回
)

幼
児
教
室
の
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま

す
。
近
所
で
一
緒
に
遊
ば
せ
る
お
友
達

が
侭
レ
い
、
膏
笵
を
一
緒
に
語
り
た
い

耆
宛
い
人
。
千
住
保
健
所
で
お
友
達

を
作
ひ
ま
せ
ん
か
。

日
程
H
表
6

対
象
=
全
日
出
席
で
齊
る
千
住
保
健
所

管
内
の
a
歳
～
x
歳
児
の
親
子
2
0
組

申
込
↓
屁
期
限
―
&
猖
刪
(
先

着
晤

申
・
問
先
日
千
住
保
健
所

四
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表6 幼児教室日程

●いずれも金曜日( ただし、1/ 23のみ木皿日)

が
ん
検
診

成
人
健
康
診
査

無
料
で
す

□
消
化
器
か
ん
検
診

胃
が
ん
検
診
と
大
腸
が
ん
検
診
で

す
。

対
象
H
3
5歳
以
上
の
区
民

※

胃
夲
切
除
」だ
方
、
胄
の
訶
気
で
治
家

中
の
方
、
妊
娠
し
て
い
'
夕
恩
わ
れ
る

方
は
受
診
で
孝
ま
せ
ん

期
限
日
9
月

に
受
診
を
希
望
干
る
方
は
、
&
月
1
5
E
　
(

消
印
有
恩

申
・
問
先
卜
足
立
保

健
所
保
健
予
防
課

〒
闊
伊
興
町
前
沼
1
1
5
7
1
6

四
(
3
8
5
5
)
4
-
5
1

□
女
性
か
ん
検
診

乳
が
へ
子
宮
が
ん
の
雄
期
発
見
に

役
立
ち
奪
y
。
対
一
弘
詼
以
上
の

女
性
区
民

場
所
=
区
内
実
扇
一濤
蘰

関

申
・
問
先
趾
擂
芋
防
係

〒
1
2
0

中
央
本
町
―
-
1
7
-
1

□
成
人
健
康
珍一

血
液
、
尿
、
必
妥
に
6
じ
て
心
電
図

の
検
査
弱
彖
行
い
、
心
臓
、
肝
臓
、

じ
ん
臓
の
訶
気
や
糖
尿
訶
、
高
血
圧
、

高
脂
皿
症
等
に
つ
い
て
調
べ
ホ
y
。

対
象
H
4
0
歳
以
上
6
4
歳
亀
和
6
年
t

月
1
日
以
降
生
ま
れ
)
ま
で
の
区
民

塲
所
H
区
内
実
施
医
療
機
関
申
・
問

先
£
辰
罕
防
係
〒
1
2
0
中
央
本
町
1
-

1
7
-
1

-
い
ず
れ
も
1

過
云
1
年
以
内
に
、
区
の
同
種
の
検
診

を
尋
け
た
方
は
、
除
孝
琢
歹
。

申
込
=
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ

ナ
)
、生
年
月
日
、
性
別
、電
話
番
号
、

検
診
名
を
明
記
。
受
診
罘
と
案
内
を
お

送
り
し
ま
す

※
消
化
器
が
ん
検
診

は
、表
7
の
刪
程
か
ら
検
診
R
、場
所
。

(必
ず
第
一
希
望
ま
で
)
も
明
記

表7 消化器かん検診( バリウムと検便による検診)

● 足立保僅所は、希望される方か多く、翌月になることかありますのでご了承ください。

なお、中央本町保健相談所 は、回数か多く 、希望日に受診しやすくなっています

年

金

6
0歳
説
明
会
を
行
い
ま
す

日
時
卜
8
月
2
9
R
禾
)
、
午
前
1
0時
と

午
後
1
時
の
一
回
(
受
付
は
、
開
始
3
0

分
前
か
ら
)

場
所
卜
区
忿
所
南
館
1
3

擘
(
会
餓
蚕

対
象
卜
昭
和
U

了
月
2

日

…河
1
日
生
ま
れ
の
万
(
対
象

者
に
は
別
に
通
知
)
内
容
=
国
民
年

金
制
度
の
仕
釧
刄
と
受
給
手
続
き
の
説

盟
?
癶
儺
別
相
談
(
鷽
町
圉
問

先
韭
擺
用
係

提
出
を
お
忘
れ
な
く

障
害
・
遺
族
基
礎
(
旧
母
子
)
年
金
の
「
現
況
届
」

障
害
・
遺
唇
一
堤
(
旧
母
子
)
年
金

を
受
け
て
い
る
方
に
は
、
「
受
給
者
現

S
厘
の
(
ガ
キ
夸
歹
で
に
お
送
ひ
し

て
い
求
す
。
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
急
い
で
、
国
民
年
金
課
へ
提
出

し
て
ぐ
だ
さ
い
。
こ
の
'
裏
凶
湎
」
の

提
出
が
遅
れ
'
{
と
、
匐
な
私
い
の
年

金
を
鷽
け
取
る
'
J
A
J
が
で
忝
な
く
な
り

聿
y
。
な
お
、
本
人
の
所
得
制
限
額
が
、
&

月
よ
n
表
ゑ

と

お
n
改
正
さ
れ
る

予
定
で
す
。

問
先
卜
給
付
係

表8 受給者 本人所得制限額( 予定)

●上配金額を超える場合は、全額停止となります

政
治
家
等
の
寄
附
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

有
権
者
の
寄
附
要
求
も
禁
止
で
す

政
治
家
等
(
立
候
補
予
定
者
を
含

む
)
が
選
挙
区
内
の
人
に
対
し
て
寄
附

を
T
9
』
と
は
、
い
か
莎
名
目
で
も

鏖
W
吉
れ
て
い
求
歹
。
寄
附
に
は
金
銭

が
吁
で
な
ぐ
品
聊
l
肇
れ
、
夏
祭
り

や
盆
踊
り
で
の
寄
喞
な
ど
も
で
責
薫
せ

ん
。
有
権
者
が
こ
れ
象
ま
多
」
と

も
罘
止
さ
れ
て
お
ひ
、
政
治
家
等
に
強

要
才
気
冫
机
罰
さ
れ
李
歹
。
吏
`
、
政

治
家
等
は
、
暑
中
見
舞
い
な
ど
の
あ
い

さ
つ
状
袤
疋
寡
y

も
、
答
礼
の
た
め

の
目
筆
に
よ
～

て
い
ま
す
。

「
贈
ら
な
い
、
求
め
な
い
、
辱
吁
取

ら
な
い
」
が
、
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙

に
つ
釼
冐
汞
す
。
区
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
l
y

。

問
先
日
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ひ

ろ

ば=
催
し
物
=

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
S
&

月
蓉
ご
日
)
、
午
前
1
0
時
～
午
後

1
時

嶌

哭

の
場
合
は
一

月
8

日
/

し
ょ
う
ぶ
沼
公
園
/

出
店
料
千
円
/

往

復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
一

話
番
号

澂
叨
記
し

「
大
谷
田
団
地
内
郵
便
局
留
{

濳

蔀

う
だ
だ
}
(
8

月
1
0
B
必
着
)
/

伊
藤

酋
0
3
0
(
3
4
1
)
5
4
1
3

☆
第
8
回
赤
ち
ゃ
ん
大
会
°
°
m
s
j
5
R
　

亘
、
午
前
1
0
時
～
午
後
y
時
/
千

寿
本
町
小
学
校
/
平
成
r
年
L
月
1
日
～

W
侃
巨
l

假
の
赤
ち
ゃ
ん
/
無

料
/
身
長
、
体
璽
の
計
測
や
健
康
・
栄

養
相
驟
な
ど
/
勝
楽
堂
病
院

四
(
3
8
8
1
)
0
1
3
7

☆
ウ
ィ
ン
ド
ク
ル
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
サ

マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
9
6
a
月
u
は

亘

、
午
後
L
時
開
場
/
西
新
井
文
化

ホ
ー
ル
/
無
料
/
デ
ィ
ズ
ニ
ー
フ
ァ
ン

テ
ィ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
ほ
か
/
横
山

四
(
3
8
9
7
)
9
2
5
1

=
募
集
=

☆
初
心
者
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

毎
週

水
・
日
曜
日
、
午
欒
7
9

時
/
千

寿
第
四
小
ほ
か
/
2
千
円
/
原
田

四
(
3
8
8
2
)
6
9
8
{

口

掲
示
板

□
9
6
男
女
平
等
を
考
え
る
都
民
会
一
　

『
女
と
男
の
く
ら
し
I
劃
る
・
育
む
・

輝
く
』

日
時
―
&
勍
見
木
)
、
午
前
1
0
時
～

午
後
t
時
`
芬
場
所
n
都
7
&
哭

会
議
場

内
容
Ⅱ
午
前
・・・女
性
問
題
解

決
の
た
め
の
東
京
都
行
動
計
画
I
平
成
8

年
度
実
孫
臀
昌
明
会
/
午
後
・・・シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
ー
広
瀬
久
美
子
、
山
本
コ

ー
タ
ロ
ー
ほ
か

申
込
=
n
話
ま
た
は
(

ガ
キ

※
(
ガ
キ
の
場
命
ば
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
气

保
育
希
望

字
ど

も
の
年
齢
)
、
手
話
希
望
の
有
無
を
明

記

期
限
Ⅱ
&
月
智
二

霤
珮
)

定
S
H
4
0
0
人
申
・
問
先
日
都
・
女
性

計
画
課
「
都
民
会
議
相
当
」
〒
S
-

0
1新
宿
区
西
新
宿
2
-
8
1
1

魯
(
5
3
8
8
)
3
1
8
Q
`

□
展
外
広
告
物
爾
習
会

対
象
=
都
内
で
黶
外
広
告
業
を
罕
た
で

い
る
方
宸
ほ
、
謇
鴛
戸
ず
る
方

日
時
払
…
耳
M
苜
晶
官
、
午
前
1
時

3
0
分
～
午
後
t
時
1
5
分
場
所
磊
罠

ホ
ー
ル
(
都
議
会
議
事
堂
内
)
定
一

H
S
人
(
先
着
順
)
費
用
1
凖
衂
円

申
込
八
g
9
咼
T
6
日
、午
前
1
時

～
午
後
t
時
叩
分
の
間
に
、直
葎
窓
口

へ

申
・
問
先
蕊
猛
搦
導
部
監
理
課

(都
庁
第
二
本
庁
舎
―
階
)

言
(
5
3
8
B
)
3
3
3
5
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ご み
減 量 ・ リ サイクル 推

進

店
「R のお店 」が増え ました

区
?
ほ
、ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク

ル
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
小
売

店
(
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
や
簡
易
包

装
に
取
a
組
ん
で
い
る
お
店
等
)
や
商

店
街
を
メ
刄
減
量
。リ
サ
イ
ク
ル
推

進
店
「R
の
お
店
y
と
し
て
認
定
し

て
い
求
y
。こ
の
た
び
、新
た
に
t
店

が
『
R
の
お
隰
と
し
て
認
定
さ
れ
ま

レ
疋
。今
回
の
認
定
を
あ
わ
せ
て
旦
冏

狠
`
、聚
y
な
2
F
だ
。雷
兄

に
は
、
「R
の
お
店
」の
一
層
の
ご
利

墮
簒
顴
い
し
欒
y
。

ま
た
、「R
の
お
店
」
と
し
て
認
定

を
希
望
す
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
先
=
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

ご み減量・リサイクル推進店「R のお店」認定店

女
性
相
談
室
の
臨
時
休
業

女
性
相
談
室
は
、
相
談
員
の
研
修
の

た
め
次
の
期
間
を
坏
業
し
ま
す
。な
お
、

こ
の
期
間
は
相
談
の
予
約
も
受
け
付
け

ま
せ
ん
。

期
間
卜
8
月
卜一日
～
1
6日

問
先
上
硅

變
【
】セ
ン
タ
ー
女
性
相
談

室

゛
(
3
8
8
0
)
5
2
2
3

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

教
育
相
談
所
の
就
学
相
談

来
年
か
月
に
小
学
校
へ
入
季
恚
、

心
身
に
障
害
が
曼
と
思
わ
れ
る
芻
子

六
ん
に
つ
い
て
Q
鴈
学
相
談
受
竹
つ
て

い
求
y
。
教
育
の
場
煢
こ
こ
に
求
め
た

ら
よ
い
か
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
の
相

貉
與
が
相
談
に
応
じ
祟
す
。

日
時
卜

毎
週
月
曜
日
L
金
曜
日
(
祝
日
を
除

く
)
、
午
前
1
時
～
午
後
i
時

※
ま

ず
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

場
・
申
・
問
先
卜
教
育
研
茜
町
就
学
相

談
担
当

宍一
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

情 報 コ ー ナ ー
い じ め 相 談
月曜日～金矚日( 祝日を除く) 、午前9時～午後4時30分

3880- 5577

あだちまつり

A
-
F

e
s
t

a'
9
6

通信
あだっちボール参加者募集!

A- Fest a の名物「あ だっちボー
ル」は、ドッヂボールに似た簡単
で楽しいゲームです。各種賞金を
用意して皆さんの参加をお待ちし
ています。 日時=10 月13日(日) 、

午前10時 場所= 荒川河||敷虹の
広場 対象一区内在住・在勤・在学
の方で、1チーム10人(女性または5C
踐 ぶ上 の方を3 人以 上含む)

費用=1 チ ーム1, 000円 募集数=32
チーム( 先着順) 申込= 直接

窓口または電話 期限=9 月13日

ステージ出演者募集! !

太宜支、コンサート、野外パフ ォ
ーマンスなど、ステージ上でA- Fest a

を盛り上げてくれる区内の
アマチ ュアグループまたは個人を

募集しています。 日時=10 月12
日(土) ・13日(日) 場 所= 虹 の

広場特設ステージ 申込= 電話
期限=8 月16日

記念T シャツ販売中
収益は、まつりイベントにあて
られます。ご協力をお願いし ます。

- いずれもー
申・問先= 足立区区民まつり委員
会事務局c 聊祠辰興課育成脈) 03880

―5111㈹

第2 回国際交流講演会

中国の生活と文化について
区内在住で、瑁拌又役所の戸籍

住E璢果で1ヨ祭サービス員として活

躍中の柳啓華氏力i 、母国中国の生
活習慣や文化等を日本語で紹介し
ます。日時=8月29日( 木) 、
午毫麦2時～3時場所=区役9〒南

館13階 大 会議室A 定員=100 人

費用こ無料 申込= 当日直接会場
へ ※ 託児を希望する方は、8 月16

日までに電話 で申し 込んでくだ
さい 申・問先= 国際交流
*13880- 511W り

第5 回 都民ゴルフ場の
区民開放参加者 募集

都民ゴルフ場は、荒J I Iの河| 嗷
にあるゴルフ場として、区民の 皆
さんに親しまれてい ます。l t 大な
アメニティー空間である刄リ11の河
川敷で自然に親し み、活力と鋭気
を養っていただくために、今年も
引き続き、都民ゴ ルフ場を低蠹斗金
で閠 放します。 開放日=10 月12

日( 土)、1 ラウンド セルフカ ー
ドプレ ー 場所= 都民 ゴルフ 場
(濛班卜- 丁目15- l j りl l SI I 敷 右

岸) ・・・18ホール。パj一一65 対象=
区内在住・在動 の方 定員=180
人 舳 選) 費 用=7, 70( l =13 ※

当 日現地で支払い。尽食代、ロ ッ

カ ー費は含まれていません 申込=
往復ハガ キに代表者および参加
者令 靤( 1 枚で4 人まで 可) の住
所、氏名、年蓍令、性別、電X舌番号
を明記 ※ 往復ハガキ以外の申し
込み、重複申し 込み、5 人以上記
載されているものは、すべて無効
期限=8 月16日必昔 ※ 抽選結果
は、9 月2 日発送予定 申・問先=

公 園緑 地課 〒120中央本町1- 17- 1

113880- 5111 ㈹

夏休み　小学校プールを一般公開
夏休み其哩周中、下表のとおり小

学校プールを一 般閧放して いま
す。罌い夏をプールで 思う 存分お

楽し みください。　問先= 体育管
理係H3880 ―5111㈹

●小学校3 年生以下は保護者( 高校生以上) の同伴か必要です
豪8月10日( 土〉は無料でご利用になれます

夏 休 み親と子 の施設 見学 会

紙すぎ体験でハガキを作ろう
日時=8月23日( 金) 、午前9
眤沿分～午後4時( 予定) 対象
=小学生とその保護者( 3人まで
可) コース=消費者センター( 紙

すき体験) ～都市農業公園～ギャ
ラクシティ～生物園※ 集合場所
は、消費者センター( エル・ソフ

イア内) に直接集合となります
定員=30 人( 先*11c 費用==無

料( 昼食は、お持ちください) 申
込= 電話 申・問先= 広報課
B3880- 511! ㈹

休日でもプールや図書館などの
区 施 設 の 情 報 はOK

電 話1 本 で い ろ い ろ な こ と が 調 べ ら れ ま す

声の便利帳「ハローあだち」 　3272- 8600

区役所が休みの土・日曜日、祝
日、さらに平日の業務終了後に、

電話 で休日診療所や図書館などの
区の施設についての問い合わせに
お答えし ます。N7r のオペレ ー

ターが「ハローダ イヤルで す亅 と
で ますので、「足 立区のooo に
ついて知りたいのですが? 」とお
聞きください。同時 に何件でも聞

け ます。 ※ N?r 「ハロ ーダ イ
ヤル亅 では、足立又の情報のほか23
区内のグルメ情報やホテル・旅
館、趙陳・レジャーなど多くのお店
の特徴などもお知らせしています
□ 現在提供中の主な情報

冫 休日診療所 じ>スポーツ施設の
連絡先 に>図鏖館の休館日、連絡
先 し>放置自転車の移送先、引き

取り方法 じ>商店街土・日・祝日駐

車場( 竹の塚、千住付近) D 郷
土博物館、ギャラクシティ、花畑記
念庭園、都市農業公園の連絡先、
交通機関等C> 主な区のイベント

FAX サ ービ スも 行 っ てい ま

す。施設案内図の欲しい方は、オ
ペレ ーターに「OO の案内 図が欲
しい」と言い、フ ァックス番号を
伝えてくださt ,丶。
□ FAX で現 在提供中の主な情報D
休日診療所 し>放暦自転車の移

送先 【>図書館C> 福祉事務所
に>保健所 じ>温水プール、ギャラ
クシティ、生牧瘋1、そのf t ! I Xの施設
間先= 広聴相談係
113880- 51I I ㈹

◎「あだち広報」は再生紙を使用しています C. K24a000


